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地域総合研究所2005（平成17）年度活動報告

所長斎　藤義　則

はじめに　　　　　一

2005（平成17）年度末に当たり，本年度の活動報告および研究所活動の課題，次年度活動計画等につ

いて報告する。

本年度の研究所活動は，各研究グループの「調査研究活動」，科学研究費など「共同研究プロジェクト」，

『年報』の定例刊行，月例の「研究例会」，，餐地域未来研究会はもとより，、「所員会議」についても，当初予

定のとおり毎月実施された。本年度も，。研究所の自主研究として93年度から継続して実施している研究

プロジェク・卜「地球環境とサネティナブル・ディベロップメント」，「福祉社会の形成と行政・企業行動の

新基準」，「混住社会における地域システム」研究グループの調査研究活動の他96年度の所員会議で提

案された「アジァ地域研究」などのテーマについても後述の三つの研究会と関連させつっ調査研究が進め

られ，福祉部会の定期開催，各グループの「研究例会」での報告や『年報』への論文執筆をふくめた研究

活動はほぼ当初計画とおりに推進された。機関紙『茨城大学地域絶合研究所年報』も2004年摩に38号を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

数え，同年度の活動成果と課題などを収録した。

2004年10月には「茨城大学地域総合研究所鹿嶋研究センタ．一」（センター長・帯刀　治所員）が設置さ

れ，客員研究員6名，ボランティア事務局員8名，鹿嶋市役所と協働して，毎月研究例会を行ってきた。

新たに，水戸市の中心市街地再生をテーマにした「茨城ρ県都再生研究会」を大工町繁華街活性化協議会

や大工町4丁目地区再開発組合囲水戸商工会議所，本戸市役所等と協力して設置し，活動を展開してきた。

中期計画に基づく05年度計画は，①地方公共団体およ1び市民，・NPOと協力して学際的な地域研穽の拠

点活動を促進する，②自治体職員Q政策文案能ヵ壷向上さ．せるための，研修講座，公開講座等の開講をよ

り「層拡充する，③学際的研究成果の地域還元牽はかるためのシンポジュウムを開催するであり，その計

画を十分達成できたと評価している。

なお，冒独立行政法人化に伴い，本研究所は茨城大学学内共同教育研究施設管理委員会を構成する施設に

位置づけが変更された初年度であり、1非常勤事務職員経費が大学本部より支給されるなど一定の活動支援

が得られたと判断する。．　　　　　　　一、

以上のように本年度のそれらいずれの活動も「研究所規則」の目的（第2条），事業（第4条）の趣旨

にも添うものであり，相応の結果があったと判断している。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
1．学際的な地域研究の拠点活動

ω　研究例会

4月15日（金）．1．・東海村科研輩プロジェクト2004年度報告一

．．

@　　　．1）簡易放射線計測システムのオンラインネットワーク化と防災学習カリキュラ

ム開発グループ

担当者：自然科学系教官　　　　　　　　　一　＿　　．、　　一　賦

・　　，　　報告者．：熊沢紀之，桑原裕史　　　　　　尋，　　．、

、、

@　　2）避難経路逃択の住民意思決定支援システムの構築とコミュニティーサービス

ラア汗ンーグ研究グループ島㌦　．　　＿．、　で∫：・「

1　！、担当者二帯刀　治，雨宮昭一，斎藤義則，熊沢紀之
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、　’線告者：帯刀：治；、牽藤義貝ザ悔㍑、、

1）地域システムの国内比較調査グループ

担当春：河野直践，渋谷敦司，

報告者：河野直践，渋谷敦司

2）避難システムと防災学習カリキュラムを中心とした地域システムの国際比較

・グルーラ　樹　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　二し　　　∵1「

担当者：雨宮昭一，斎藤義則　　　　　　　　　　　　　・　　1「

．報告者：雨宮昭二・’　7’　　㌔　　　　　　　　　　　　　∵h

2．2004年度客員研究員研究活動報告乏2005年度研究活動計画　　　　　・

報告者な有賀絵理，今藤泰資，太田美恵，小林登，渋谷照夫・㌧　丁

鈴木昌友，徳江和雄，富山章一，渚‘和子，先崎千尋

…　　山縣茂嘉，渡辺七子．　h一「　　－　　　　1も　　（50音順〉

5月20日（金）噛　丁タイ糖業め展開」　…忌　　　　∴一　　　　　：　－　・一「』　こ・

㌦ト @せ　　　　　”　・　し　　　『’』　　　結　　山本』博史（天文学部）．　赤：

6月17白（金）　・下原発立地地域におけるリスク6コミュニケ」ション丁　　ゼ　　・減一

1－¶r一 @原口・弥生（人文学部）…　　，・

7月15日（金）　丁農産物直売所あれこれ」ゴ∵ヨ　叫・一鑑・＿．『ツ・　　『一擁三　・ト

一　　　”　－Tド　　ー’」　7』醜㌔㌧1謝一　5　τ　一　河野直践（人文学部〉’㍉㌔1

9月i6日1（金）11’「茨城の食と農と地産地消」一・　　　　　　　　　　　　　　r　’　　　』」

1　　　　　　　　　中島紀一（茨城県農業動向分析研究会代表・農学部教授）転

10月21白（金）マ「社会格差と自然災害ばよる被害者二　　　　　　　　：　　　一・　　」

一　　記ド’㍉　　　▼一’イゾド洋地震津波被害者の事例を中心に・ごゴ黛　い　　一一；・．

”　．　一一　・　中須・正（独立行政法人防災科学技術研究所特別技術員）
11月18日（金）　「建築の空間構成一住宅建築の設計を通して一］’：－¶　　　∵∵　　，、　一

、　　・一∴ゴ皆∵∴　　㌧・．・び、．1…　・∵　　　・　　・　1寺内・美紀子1・〔工学部）’　！∵

一　・　「タイ’・プごゲヅト周辺の津波被害が共同体および　航　一ごし∴…一・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔Z民の心身に与えた影響について」　　　　　一・パー

”　　　　　　　　　　・．’　　　　　　　　　　　伊藤　哲司（人文学部）：　　・・

　　　　トｾ引 ｦ茨城大学工学部にて開催　一　・み　　　　一・

12月16日（金）　「米国における金融の再編と地域性」

∴’ 燗c、．て凸聡’（人文学部）＼・．

1月20日（金）　「劇場型選挙のプロレゴナメ　　　　　　　　　　　　　　　　‘鋼’∴・　レ

几一Q005年総選挙における東京都民の投票行動と社会意識」

T・ @姻　　　い　・一　　　　　そ　　　　　　　　　　松谷’　満（徳島大学）

一　　
@㌦　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　．　「A　鹿嶋研究センター研究会　　　　　　　　　バ・　　　　1　L

3月25日（金）　「東京行き直行運行バズ実現のだめの：アジケ＝ト取りまとあの報告」

・’ @㌔　撹　・ゴ下】無彰漉嶋研究セシター客員研究員）

「平成17年度地域総研の研究プ廿ジェグトテ」マの説明」

…　　　　　　　　　し帯刀帽ぐ治・；（鹿嶋研究センター長）
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「鹿嶋研究センター事務局員の業務要領，

研究センター活動へのかかわりについての要望と意見調整」

針尾1孝子（鹿嶋研究センター事務局員）

4月22日（金）　「平成17年事務局員当番の確認」

「鹿嶋市と茨城大学との包括協定の構想にっいて説明」

斎藤義則（茨城大学地域総合研究所長）

帯刀　　治（鹿嶋研究センター長）

「鹿嶋市に市民大学開設の準備を鹿島研究センターで実施すること

を決議」

西岡　邦彦（鹿嶋研究センター客員研究員）

君和田　毅（鹿嶋市職員）

5月27日（金）　「内田鹿嶋市市長と鹿嶋センター客員研究員との懇談会の議事内容報告」

懇談会参加者：西岡，下，橋本，渡辺，桐沢，冨山（客員研究員）

帯刀　　治

「まちづくり設計コン殴の審査概要報告」　　　斎藤義則

6月24日（金）　「研究論文作成の仕方例の紹介」　　　　　　帯刀　　治

「鹿嶋市市民大学開設の準備状況報告」　　　　西岡　邦彦

7月22日（金）　「市民大学開設準備状況報告」　　　　　　　西岡　邦彦

「客員研究員の研究テーマ進渉状況報告スケジュールの確認」

村田　浩伸（鹿嶋研究センター事務局長）

8月26日（金）　「市民大学開設準備状況報告

ひたちいきいき百年塾，清見潟学習塾の視察報告をふまえての．

開設構想の説明」　　　　　　　　　　　　西岡　邦彦

「茨城大学公開講座の鹿嶋市開設の件」　　　　帯刀　　治

11月25日（金）　「茨城大学と鹿嶋市の包括協定締結完了にっいての報告」

帯刀　　治

「鹿島灘学習熟の準備状況について」、　　　’

「平成17年度客員研穽員担当テーマの報告スケジュrル確認」　　　　　．

一　　　　　　、　　　　　　　西岡　邦彦

「下客員研究員のテーマ進渉状況報告

『鹿嶋市経済振興についての提案』」　　　　　下　　　彰

1月27日（金）　「客員研究員活動報告」　　　　　　　　　桐沢いつみ

「鹿嶋市総合計画後期計画策定のための市民意識の

アンケート調査依頼について」

企画：茂木（鹿嶋市職員）・

ず　大学側連絡事項，1その他　、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占o3）ひたち未来研究会

11月12日（土）’シソポジウムー「高齢社会における公共交通を考える」

一市民の移動の自由と交通政策との関係は一」

場所：茨城大学工学部総合研究棟8Fイノベ心ションスペースにて

共催：ひたち未来研究会・茨城大学地域総合研究所

、茨城大学工学部・未来クラブ

・　後　援：日立福祉啓発協力会

｛4）福祉部会

4月13日（水）　r利用者から見たバリアフリー」の設計の解説

「痴呆ケア，介護予防と栄養管理」セミナー準備

5月11日（水）　「ADL対応型高齢者体操指導者養成セミーナ賦゜（基礎編）」準備

・第6回福祉展準備　　∴、　　　　　　　　　　　　　　．

6月8日（水）　情報誌編集会議　　　　　　　　　　ド・

介護予防「フットケア」セーミナL準備’

7月13日（水）　「ADLI対応型高齢者体i操指導者養成・ゼ．ミナー（応用編）］準備

第右回福祉展準備　　　　　だ、　　　　　い

8月24日（水）　情報誌畜セミナー案内発送　　　・．一　　　…　　　　　　　　　江罫

第6回福祉展準備　　　　　　　　　　一　　　　　．

9月14日（水）引第6回福祉展準備

「カウンセラー養成講座第1回⊥準備・　　　　　．・．　　　　　薄1

10月12日（水〉：第6回福祉展反省会　　　　　　　　　　置　一

一rカウンセラー養成講座第2回」準備　　・．

情報誌編集会議

11月9日（水）　「うっ病とセルフケテ」、セミナー準備　1　　　　　　　　　　　　こい冒

一「一人浴入門」セミナー準備

福祉住環境研究会・住宅改修無料相談開始一一’

12月14日（水）　「うっ病とセルフケァ」’セミナー準備ユ　1

「カウヅセラー養成講座・上級第1回」セミナー準備

無料カウンセリング「風の谷セラピロ室」設置

1月18日（水）　㌔「カウンセラー養成講座・上級第2回」セミナ」準備

一「マナ辿講座・第1回」準備セミナー・、

2月15日（水）　情報誌丁つばさ」編集会議

3月8日（水）　「マナー講座」第一2回」準備セミナー’　　　、

㈲茨城の県都再生研究会7 D・『

会員：大工町繁華街活性化協議会，大工町1丁目地区再開発組合，’水戸商工会議所，水戸市役所，

常陽産業研究所，常陽地域研究センタ「茨城新聞社，地域総合研究所（事務局）

第1回　5月9日（月）　（1｝茨城の県都再生研究会設立準備

（2｝その他
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第2回　6月20日（月）　｛1）　「全国都市再生モデル調査」への応募にっいて（報告〉

②　「水戸の中心市街地再生イメージからみた大工町の課題

講師：大水　敏弘（水戸市都市計画部部長）

㈲　その他

・研究会の運営体制など

第3回　7月25日（月）　（1｝　「大工町事情」

渡邊　　円（飲食店経営者）

｛2）05年度調査プロジェクトにっいて

⑧　その他

第4回　9月13日（火）　｛1）まちヴォッチング結果中間報告にっいて

12）アンケートにっいて

（3）　シンポジウムについて

ω　その他

第5回　11月6日　（日）　　シンポジウム

テーマ：「誰もが安心して楽しあるちょっとスリリングな繁華街・

大工町にするために」

第6回　12月22日（木）　（1｝飲食店アンケートについて

（2｝今後の予定について

〔3｝その他

第7回　2月8日（水）　｛1）05年度活動報告

②06年度活動計画

｛3）その他

2．自治体職員等の研修・公開講座

〔1｝鹿嶋市・2005年9月23日（金）・24日（土）・25日（日）

「地域振興と都市再生一茨城・鹿嶋の事例2005－」

鹿嶋市職員，鹿嶋市民，教養総合科目受講生’　　　・

担　当：地域総合研究所・斎藤義則，帯刀　治，鹿嶋研究センター客員研究員

｛2）大洗町2005年12月10日（土）・17日（土）・18日（日）

「地域再生とまちづくり一大洗の海を活かしたまちづくり」

大洗町20才代職員，・大洗町民，教養総合科目受講生

担　当：地域総合研究所・斎藤義則，伊藤哲司（人文学部）

③韓国忠北NGOフォーラム日本視察団への講話2005年12月12日（月）

市民団体実務者8名，西原大学教授3名，忠北大学教授1名，マスコミ2名，その他2名，

・計16名

「茨城県におけるNPO活動の現状と課題」　帯刀　治

「市民まちづくり活動支援と大学の役割一都市地域計画の観点から一」　斎藤義財

（4｝教養総合科目「原子力施設と地域社会」の開講2006年2月11，12，18，19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’S　当：熊沢紀之ほか19名・　．
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3．シンポジュウムの開催　　…　　　　　　’

U｝　「茨城の地域再生シンポジ土ウムーまちは甦るか一」、　　　　　．

2005年7月2日　人文学部10番教室・共通教育棟・

主　催：地域総合研究所・常陽地域研究センター

①　遊休資産の活用による中心街の再生、

②学校普請による廃校再生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

③地域循環型営農システムの構築
④住みたくなるような子育て支援、　　　．一・　　・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬

②　「東海村原子力防災対策と地域社会」報告会

2005年10月1日（土）　茨城大学共通教育棟2号館10番教室

主　催：地域総合研究所　　　　　　　　　　　丁

第1部　原子力事故による土壌汚染とその対策
東海村原子力施設内の土壌の環境放射線について　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

第2部　市民参画型環境点検と防災避難経路シュミレーションモデルの開殆・

第3部　エネルギー政策の国際比較と地域社会・　　　　　　　一

第4部全体質疑
⑧．「茨城の県都再生シンポジゥム　　　　　…，，．．．吋　　　　　　　　　　　，．。．，，

一誰もが安心して楽しめるちょっとスリリングな繁華街・大工町にするために一」　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引

2005年11月6日（日）　茨城大学人文学部10番教室　　　一・

主催：茨城の県都再生研究会・地域総合研究所．　　　．　　　　　　　　1’　　一、

第1部　男性中心・夜の街から女性・若者・高齢者・家族が楽しある街へ

第2部安心して歩ける街へ　　　　　　　　　　　　’・㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　　㌧

一違法駐車，歩道整備，客引き対策，交番機能の強化，自主防犯体制など一

第3部　大工町飲食店が協働する仕組みづくりのために　　　、、、津一ミぞ糞．：，㌃．．，こ、・

一全体計画の策定，まちつくわ協定の締結組合の殺立，：行政との協働な蜜一し，

第4部　質疑応答　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，

会場からの質疑応答とバネリス’トによる自由討註．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（4｝第5回ひたち未来シンポジ・ウム2005．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　や

「高齢社会における公共交通を考える一市民の移動の自由と交通政策との関係は一」・ヴ

2005年11月12日（土）　茨城大学工学部総合研究棟βFイ、スベrションろぺ甲～く

主催：ひたち未来研究会・茨城大学地域総合研究所・茨城大学工学部・未来クラズ．
1．主催者代表挨拶　　　陸　↓　　　　　　　　　　　　”’∵　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　へ〒　　・　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　一

2．来賓挨拶　　　　　．　　　　　・IL　T　　　lL：　　　，、一一　　　．コ・
3．基調講演「高齢社会におけ！る公共交通のありかた」　　　　　　　　一、・．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　，　　　．

、　4．パネルフォーラム

⑤茨城大学地域総合研究所・茨城県地方自治研究セ／一ター公開シン樫～ウ為∵・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

「地域活性化の課題」　　　　　　”　　　　　　　　　　　・　　－　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　、

2006年2月18日（土）・茨城大学人文学部19番教室　　　　　　　　　　・・’

主催：茨城大学地域総合研究所・茨城県地方自治研究センター、一　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1．産業爾活性化と雇用を考える
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2．今後の公共サービスのあり方を考える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
3．産官学労の連携による地域活性化の実践と今後の展望　　　　　「

4．その他

（1）　「地域社会との協働による『まちなかラボ』を核にしたコミュニティ・サービス・ラーニング・カリ

キ晶ラムの開発」（教育プロジェクト経費）帯刀　治，斎藤義則担当

②　「自然環境の保全と活用＝グリーンツーリズム・森林活用」斎藤義則，斎藤典生堀良通担当

（3）東海村総合計画後期計画策定アドバイザー

5．運営委員会・所員会議

ω　茨城大学地域総合研究所運営委員会

2005年3月9日（水）　・平成16年度研究活動報告について

・平成17年度研究活動計画について　　　　　　　　　　　一

・規則改正について

・研究所施設の利用計画について　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・その他

｛2）所員会議

5月20日（金）　・茨城の地域再生シンぷジウムの開催にっいて

・その他　　　　　　　　　　，

6月17日（金）　・地域再生シンポジウムにっいて　　　　　　　　　．．、

・その他

7月15Ei（金）　・夏季休暇中の研究活動計画

・東海村原子力シンポジウムの企画

・鹿嶋市職員研修について

・その他

9月16日（金）　・科研費東海村プロジェクトの報告シンポジウム開催について

・その他

10月21日（金）　1．2005年度後期研究活動計画にっいて

・研究グループ別活動計画

・地域システムグループ

・福祉グループ

・環境・安全グループ

・鹿嶋研究センター

・その他

2．年報にっいて

3．点検評価について

4．県都再生シンポジウムについて

5．その他
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12月16日（金）　・運営体制にっいて

・その他一

1月20日（金）　・05年度研究活動報告

・点検評価について

・06年度研究活動計画

・その他　　・

2月17日」（金）　・05年度活動報告

・06年度活動計画

・各担当の選出

・その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、B2005年度担当委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

研究主任　　　　　　　　　　　＋福祉グループ　　　　松村，環境・安全グループ　堀

地域システ云グルニプ渋谷，アジアグループ木村

庶務（所員会議〉　　　　　　　・渋谷（人文），二熊沢（主）㌦　覧

一研究（研究例会）　　　　　　　西野・原口（人文），堀く理）デ大槻（教育）

小柳（工）

年報（出版編集）　　　　　　　井上・河野（入文）

情報（交換雑誌・ホームページ）一桑原’（工），堀（理）

会計（調査研究費）　　　　　　帯刀（人文），熊沢（工）

鹿嶋研究センター長　　　　　　帯刀《人文）二



地域総合研究所2006（平成18）庫度研究活動計画　　　　　　　　　　　　　　185

地域総合研究所2006（平成18）年度研究活動計画

1．研究活動の課題と方針

ω基本方針

1）現　　状

①多様な研究活動と地域社会との協力連携関係が築かれ，地域社会から一定の評価が得られてきた

が，あいかわらず特定の所員に過重な負担が強いられている。

②本研究所の最も重要な柱である研究例会は継続して開催され、所員に学術的研究の知識刺激を提

供してきたことは評価できるが，出席者が少なく，何らかの対応が求められている。

③　茨城大学学内共同教育研究施設管理委員会における本研究所の位置づけを強化しその具体的対応

が求められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱
Q）研究活動と組織運営

①学際的な共同研究をより一層促進する。

②地域社会との協力連携関係を強化・充実する。

③学内における認知度評価を高める。

④外部資金を積極的に獲得する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

⑤定員配置を継続して努力する。

3）年度計画

①地方公共団体および市民，NPOと協力して学際的な地域研究の拠点活動を推進する。．

②　自治体職員の政策立案能力を向上させるための，研修講座等の開催を充実する。

③学際的研究成果の地域還元をはかるためのシンポジウムを地域社会の諸団体と協力して開催する。

④学際的研究成果を図書として出版する。

4）調査研究費の確保にっいて

2006年度は外部資金の獲得を含めて，安定的な調査研究費の確保が不可欠である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Q．学際的な研究拠点活動の推進

（D　研究例会（毎月第1水曜ED

研究例会は，前述のように，定期開催が定着し，研究所の活動に即した報告及び若い教官による研究

成果の発表など相応の成果が上げられている。この方向は・今年度も継続すべきで李ろう。93年度に

組織された環境研究・福祉社会研究・地域システム研究の3グルーズ留年度から組織されたアジァ

地域研究グループの調査研究は，多様に展開してきている。今年度は新たに，在住外国入研究グループ

を発足させ，より地域のニーズをふまえた学際的研究を促進したい。それぞれの所員が地域に関わりつ

っ，ゆるやかな形で部会を構成する方向が見えはじめており，調査・研究にたくさんの多様な住民が恒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

常的に関わってきており，それぞれの研究グループは日立・水戸・鹿嶋地域・大洗地域等との比較研究

と有機的に関連させることが必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ

また，研究所が以前から提起した地域システムの理論とシナリオが，地域でより豊かにかっ多様に実

践されている状況があり，それを踏まえた新しい理論的貢献が切実に求φら典ている。
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　　　♂　臥」　卸」S月5日∴地域叱夙テム研究グノ蕨÷プ報告（佐湘研究主任）

5月10日　在住外国人研究グループ報告（伊藤研究主任）

6月7日　「茨城の都市地域再生」①

7月5日　福祉研究グループ報告（松村研究主任）

ユ0月4日　環境研究グループ報告（熊沢研究主任）

　　　　　　　．　「f1i月』1日’「茨城の都市地域再生」②』　冗

12月6日　アジア研究グループ報告（木村研究主任）

1月10日一「茨城の都市地域再生」③」・　　　・
　　　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦

Q月7日「退職所員報告・

｛2）鹿嶋研究センター

大学との包括協定に基づき次のような活動を予定している。

1）定期的な研究会の開催（毎月第4金曜日）

4月28日　研究会｛1｝

5月26日　　研究会（2）

6月23日　研究会（3｝

7月28日　研究会｛4〕

9月22日　研究会（5｝

10月27日　　研究会（6｝

11月24日　　研究会（7｝

12月22日　一研究会｛8）・

一．

1月26日　’“研究会｛9）・
「　　　－　　h　　・　ヤ　　　　　　　　　午　　　　　　　　　　’

2月23日一　研究会O①’

2）共同調査研究

①　サッカースタジアム周辺土地利用対策策定調査

②市内公共交通体系構築事業調査

③男女共同参画計画策定調査

④総合計画後期基本計画策定調査

3）職員研修講座

4）公開シンポジウム
　　　　　　　　　“　　’　、

煤C・帰㌔ D∵’笛一’　　一凹　　　　　　　　　　　1

　　　1　で　r1　　　　　　　　　　凸　　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　1

o3レ福祉部会（毎丹第2禾曜日）

　　　　　　　　　’、S月12日　福祉部会ω
　　　　　　　　　　、T月10日・〆福祉部会②・’
　角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ　　T　　　　　r

U月h日馬福祉部会③一
・7月並白’・福征部会④・

9月13百’・’福i祉部会｛5）・

10月11日　　福祉部会（6｝

11舟8白r　福祉蔀会南

12月13日　‘「福祉部会⑧
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1月10日　　福祉部会｛9）

見2月14日　　福祉部会U⑪｝

3月14白ぐ福祉部会α0　　　　　　　一」　　　　　b

㈲県都再生研究会（毎月1回随時開催）

㈲　大洗ライフスタイル研究会（随時開催）

⑥　ひたち未来研究会（随時開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

3．自治体職員等の研修・公開講座の開講

①鹿嶋市職員研修講座

②、大洗町職員研修講座

4．シンポジュウムの開催

①県都再生シンポジュゥム

②　ひたち未来研究会シンポジュウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・

③地域再生シンポジュウム

④その他地域社会からの要請に応じて開催する

5．学際的研究成果の図書出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

『年報』は1991年の第25巻以来，着実に定期刊行されるようになっできた。今年度も年度内に発行す

る。

また，これまでの研究成果をまとめて，『茨城の都市地域再生（仮題）』の図書を出版するひ

6．その他

①ICAS（地球変動適応科学研究機関）「部門3適応のための生活行動圏計画r・政策研究」に参加し，

、「サスティナビリティ学」の構築を推進する。・

シ②科学技術振興調整費に申請中の「持続可能な流域圏環境管理技術の開発」研究（「流域圏の利活

∴用と連携した瀬咲く体系とその評価方法」担当）に参加し，霞ヶ浦流域の学際的研究を推進する。

③　科学研究費に申請した「東海村における原子ガ防災力の向上一地域住民と協力連携した防災避難

計画の策定」研究を促進する。

　　　　　　　　　　　，

V．運営委員会・所員会議等

α｝所員会議（毎月第1水曜日）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

学科会議・教授会などと異なり，個々の所員には，具体的な報酬とサンクションがない当研究所は，

所員の自主的意欲と「手弁当」的参加に依存せざるを得ない。近年，所員会議・研究例会の出席や調査

研究への参加は増えっっあるが，、数名の担当委員によって活動を推進しなければなら威活動参加を促
ll

ｸ観点かち課題が残っている。一・方近年急速に地域社会との共同研究活動が広がっており，各活動の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一S当体制を明確にすることが必要である。洛活動のグループの自立的で柔軟なコミュニケーションを促



188　　　　　　　　　　　　　　茨城大学地域総合研究所年報　第39号（2006）

進することも必要である。

研究例会・所員会議を第3金曜日夕方に行ってきたが，所員のアンケート結果をふまえて，今年度は

第1水曜日の午後に実験的に変更することにした。所員は，その時閤を確保することが必要である。

ただ，近年の国際・国内・地域での活動とニーズの拡大と深化への対応および研究活動のより一層の

充実のためには，所員・事務の専任体制でなければ鵡応できないところまできている。、r　　、

4月5日　前期研究活動計画（各グループ主任）

客員研究員活動報告

5月10日　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　、．

6月7日　未定

7月5日　①　夏期休暇中の活動計画　　　　　　　　　　　1．

②　その他

10月4日　後期研究活動計画（各グループ主任）

11月1日　未定
12月6日　①所長選挙について　　　　　　　　　　　　　　　・’　　、．．＿，、，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　’　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　、

②　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　　1、

1月10日　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・　　・　　．…　　，　㌃

2月7日　①06年度活動報告　　　　　　　　　　　　　　，　　・＿．　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†

②07年度活動計画層 @　　　　　　　　　　・　　　　’　　　　　．

②　運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　へ．　．．、こ、　」、∵　　一

、・ R月．9日　午前11時一12時30分　　　　、、　　．，、　　　　　　　　一＿　　　　，，・　一，

①06年度活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

②07年度活動計画　　　　、1　　　｛　＿、．　　　　　　　　　　　　　．　　～

③その他
　画㌧・．㍉　　　　「1
A　　　’

（3｝・2006年度、委員（担当）　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　．．

鹿嶋研究センター長　　　　　　帯刀（人文）．　　巴　　　　　　　　　　一一

・　研究主任　　　1．　，1　　　　福祉グル〒プ、　　　　松杜，環境・安全グル「プ　熊沢

，　　　＿　　　　　地域システムグ～レ：一プ佐川，　アジァグルニプ　　木村

在住外国人グループニ　伊藤　　　　　　　r

＿甲

　　　　　　　　　吃､　究（研究例会）　　　　　　中田（人文），蓮井（人文），堀（理），大槻（教育）

小柳（工），松田（農）　　　　＿　　、1，．・1∵二と　　、

庶務（所員会議）　　　　　　佐川（人文），西野（人文），熊沢（エ）．　　’　　　　　．

年・報（出版編集）・．　　　　原口・井上（人文）　　　　　　　　　　，，　凪

情報（交換雑誌・ボー4ぺ〒の桑原（エ），熊沢（エ）か．、　　　．　、1．　、一

会計（調査研究費）　　　．　　帯刀．（人文），ll熊沢．（工）量堀（理）一　　　　　　　覧

，点検評価　　一　　　　　　　　　所長，鹿嶋研究センダー長，研究例会隻庶務一・年報嘆・会計担当

・　　　　　　　　　　　　　　　　一委員で構成し，．所長が統括する。、．


